
 

 
 

 

春季防災訓練を実施！ 

5 月 1３日に当校で防災訓練を実施しました。今回は、総勢 146 名の訓練生と 26名の職員が連携し、避難

開始から人員確認・避難完了まで 5 分で避難を完了することができました。 

東京消防庁の統計によると、管内で昨年度は 4,432 件の火災があったそうです。建物にかかわらず火災は

起こり、注意していても発生する恐れがあるため、火災を未然に防ぐ努力だけでなく、起こった時の迅速な

対処も重要です。当校では、防災訓練にあわせて、就職先および地域防災にも貢献できるよう、消火器訓練

や通報訓練、AED の訓練を実施しております。 

 

 

 

 

  

 

応急救護 

日常生活で人が倒れた場合、周りに居合わせた方は動揺し、何をしたらいいのかわからないケースがあり

ます。東京消防庁では連絡を受けてから現場に駆け付けるまで平均７分以上かかることから、まずは周りに

居合わせた方で、救急隊が到着するまで速やかに通報と救命救急を行う必要があります。また、倒れてから

３分以内に救命救急を行うと、５０％以上の方が救命できるといわれています。特にＡＥＤは、機器を作動

させるだけでなく、心臓マッサージも行わなければなりません。 

今回は各クラスの生徒に、AED と心肺蘇生を体験してもらいました。体力に自信のある方でも、額に汗を

かきながら頑張って練習していました。 

 

当校では求職者訓練・在職者訓練だけでなく、高校生向けの体験入校や、小学生向けの

夏休み工作教室を実施予定です。次号以降で日程を発表しますので、ぜひお見逃しなく！ 
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